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１．主旨 

 
トーテックアメニティ株式会社「見守りライフ」を、医ྏ๑ਕ९ਜ਼会介護ਕฯ健施અଢ
ཇにし、ౙཚリスクが高いॶ者の危険༩எを行い、見守り介護を向させること
で、ౙཚのリスクの軽減と、৮員のਈదストレスの軽減について、機器の効果検ৄを
行ったためๅ告をする。 

 
２．課ୌ 
   見守りౕがଏしており、ॶ者がベッドからཚするリスクがあること、ॶ者のౙ
ཚリスクによって৮員のਈదストレスがあること。 

 
３．実施๏๑ 

事業ॶଈが課ୌにଲして、下記（１）～（６）のয়況をઅఈして、見守りライフの使༽য়
況について記し、検ৄを行う。 

（１）ଲে者 
・施અ৮員 28໌  
・ౙཚの危険にଲする意識がఁく、センサーマットを༽いた見守り介護がචགྷな
ॶ者 10໌。 ฑ均གྷ介護ౕ 3.3 ฑ均೧ྺ 85.4歳 எ。 

 
（２）機種 

トーテックアメニティ株式会社 見守りライフ（施અ） 合計 10ୈ 
 
（３）使༽時間ଵ 

主に勤ଵ、午ਯ時 
 
（４）使༽ 

居室 
 
（５）計期間 

ྫ 2೧ 10月 20ೖ～ྫ 3೧ 1月 23ೖ 
 
（６）価಼༲ 

・施અ৮員 28໌にଲして、機器ཤ༽に関する実ସ査を実施 
見守りライフアンケート（自༟記फ़式） 
見守りライフ後アンケート（1ヶ月後、3ヶ月後）（4ஊ階価） 

・ワークショップ（１回）によるヒアリング。 
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݃果 
（１）見守りライフアンケート݃果 
  
 ৮員 28໌にଲして、見守りライフをするの見守りয়況、υϠ機を使༽したࡏのয়況の
รԿについて、自༟記फ़によるアンケートを実施。 
 
１）見守りライフをするҐのয়況 
・センサーマットのൕԢがあったࡏͺ、とにかくす͛に室していた。室したࡏにͺすでに
জに࠴りࠒΞでいる事ଡかった。 
・ベッドの༹ࢢがѴし͘Ηͥ、۫ରదな見守り๏にスνッフ間でͻらつ͘があった。 
・࠴ҒになってからでないとセンサーがൕԢしないため、期に行ಊを検எでͥ͘ౙཚ
事ބがਫ਼ͣていた。 

 
２）見守りライフのυϠ機を使༽したࡏのয়況のรԿ 
・ରಊでಊ͘ड़しを検எすることがで͘るため、ౙに室することがで͘た。 
・Ϡニνーӿしにয়況、ਫ਼ରൕԢをѴで͘るようになり、҈൳֮がで͘るようになった。 
・センサーマット使༽時にあった、ౕのマットのҒ͓ΏスイッοのΗΗがໃくなっ
た。 
・記がるため間のয়況の見しΏ、ٮ؏దなয়況இがで͘るようになった。 
・室するに事にϠニνーでਯເয়況、জয়況をѴすることがで͘るため、ଲԢがし
Ώすくなった。 

 
（２）見守りライフ後アンケート（1ヶ月後、3ヶ月後）݃果 
 
  見守りライフを使༽した৮員 28໌にଲして、機器のࡠに関すること、機器の効果に関す
ること、機器の༽に関することについて、Ґ下 、を、いい͓（からない）、あΉりߴ13
ΉあΉあ、ͺい（かる）の 4ஊ階で価を実施した。 

 
   ᶅ１ ࡠ๏๑のཀྵմ  ２ ຌରのࡠ  ３ PCժのࡠ 
   ᶆ１ ࡠޣಊΏ্ބあり ２ ౙཚの༩ ３ 危険ࡱஎの時 
    ４ ৼਐෝ୴軽減   ５ ਫ਼ϏνーンのѴ ６ 業ແրવで͘る 
    ̕ 室νイϝングをਦる ̖ ॊཔのセンサーよりส 
   ᶇ１ PCυーνのܩ ２  ༼କ使༽したいか 
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 見守りライフ後アンケート（1ヶ月後、3ヶ月後）݃果  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

）ᶆの１およ;̖ͺ、ٱߴ。 

 
１）価の高いߴ 
（ΉあΉあҐ） 
ᶆ２ ౙཚの༩ 

 ᶆ３ 危険ࡱஎの時 
  ᶆ５ ਫ਼ϏνーンのѴ 
  ᶆ６ 業ແրવで͘る 
  ᶆ̕ 室νイϝングをਦる 
  ᶇ２ ܩକཤ༽したい 
（あΉりҐʁٱߴ） 
ᶆ１ ࡠޣಊΏ্ބあり 
ᶆ̖ ॊཔセンサーよりส 

 
２）4ஊ階の価で、࠹ළがҲஊ階ҐรԿしたߴ 

 ᶆ３ 危険ࡱஎの時  
  ᶆ４ ৼਐෝ୴軽減  
ᶆ̕ 室νイϝングをਦる  
ᶆ̖ ॊཔセンサーよりส（ٱߴ）  

価の高いߴ ࠹ළがҲஊ階ҐรԿしたߴ １ヶ月後 ３ヶ月後 

ᶅ１ ࡠ๏๑のཀྵմ 

ᶅ２ ຌରのࡠ 

ᶅ３ PCժのࡠ 

ᶆ１ ࡠޣಊΏ্ބあり˔ 

ᶆ２ ౙཚの༩ 

ᶆ３ 危険ࡱஎの時 

ᶆ４ ৼਐෝ୴軽減 

ᶆ５ ਫ਼ϏνーンのѴ 

ᶆ６ 業ແրવで͘る 

ᶆ̕ 室νイϝングをਦる 

ᶆ̖ ॊཔセンサーよりส˔ 

ᶇ１ PCυーνの༽ 

ᶇ２ ܩକ使༽したいか 

１          ２         ３          ４ 
いい͓（からない）  あΉり         ΉあΉあ       ͺい（かる） 
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  ߴළがҲஊ階ҐรԿした࠹ 

 
ᶆ３ 危険ࡱஎの時 

「危険ࡱஎΉでの時間ͺक़さΗΉすかʃ」 

 
 
 

ᶆ４ ৼਐෝ୴軽減 
「介護時のৼਐのෝ୴״ͺ軽減しΉすかʃ」 

 
 
 

ᶆ̕ 室νイϝングをਦる 
「室νイϝングをਦることがで͘Ήすかʃ」 

 
 
 
 

（ਕ） （ਕ） 

（ਕ） （ਕ） 

（ਕ） （ਕ） 
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ᶆ̖ ॊཔセンサーよりส（ٱߴ） 
「ॊཔセンサーよりสですかʃ」 

 
 
（３）ワークショップヒアリング 
「ౙཚ༩に༙効」 
 জセンサーマットでͺ検எすることがで͘なかった、ベッドのಊ͘ड़しを期に検எする
ことで、ベッドからのཚ、জによるౙ༩に関してとて効果దであった。ಝにਕ員ഓ
のঙない間、の見守りౕが向した。 
 
「ਫ਼ϏνーンのѴ、アセスメントの༽」 
ಋҲড়݇でܩକ使༽するとਫ਼ϏνーンがѴしΏすくなる。ベッドիজয়ସでରಊがঙない
事を検எ・ཀྵմし、たにରҒรをプランに௧Յするなʹݺʓのॶ者に合Κせたケアプラン
の見しをした。ώイνϩサインが֮で͘るため、իজ時間がௗく居室でのয়ସをѴするච
གྷがあるਕにͺ༙効であった。 

 
「ショートステイでの༽」 
 ショートステイͺҲ時దに期間ॶをするサーϑスであり、ೖࠔのਫ਼実ସをॉにѴで
͘ないΉΉཤ༽者をण͜Ηることで、৮員の҈״がある。見守りライフをཤ༽することで、
ਫ਼実ସをѴすることがで͘るようになり、৮員の҈ৼ״が高Ήった。 
  
「機器を使いΏすくするための」 
 ৮員自ਐがかりΏすいݶཁで、たに؈ҝઈॽをࡠした。 
 
 とΉとめࡱߡ．５
ౙཚリスクが高いॶ者 10໌にଲして、介護ϫϚット見守り・αϝϣニケーション（施
અ）「見守りライフ」を 10ୈし、危険༩எ、見守りౕ、ౙཚリスクによる৮員のਈద
ストレスについて、効果を検ৄした。 
ଲেとなるཤ༽者ͺฑ均གྷ介護ౕ 3.3のஎで、ౙཚの危険にଲする意識がఁく、セン
サーマットを༽い、居室Ώベッドでの見守り介護がචགྷなয়況であった。センサーマット
ͺ、マットにるか、しくͺマットからΗることによってѻรԿを検எし、ๅԽで行
ಊয়況を௪எするૌΊである。ͨのため、センサーマットのๅ後にۨ͜つ͜たとして、ع

0
5

10
15
20

はい まあまあ あまり いいえ

3ϴ݆ޛ（ਕ） （ਕ） 
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にཱིͬがりಊ͘ड़しており、ౙリスクの高いয়況にある合がଡい。ΉたๅԽͫ͜でͺ危
険時のয়ସをॉにѴでͥ͘、ಋ時ๅした時ͺ、ଲԢの༑ॳҒをつ͜るஇがೋしい。ಝ
に間ਕ員ഓがঙない勤ແয়況においてͺ、とにかくٺいで室するといったଲԢとなり、
য়況がѴで͘ないことによるਈదෝ୴ͺ͘く、ౙにつながる危険行ҟをາષに͛こと
で͘なかった。
ͨの఼、見守りライフͺベッドٯ෨にखり͜たセンサーでベッドのཤ༽者のಊ͘をり、
իজয়ସからのಊ͘ड़し、ً͘がり、࠴Ғ、জをにϠニνリングすることで、期から
を༩எ、検எし、௪எすることがで͘る。このため、センサーマットとർֳしࡠにًこるಊ࣏
て、ಊ͘ड़しを期に検எし、য়ସをѴすることがՆであり、機器後のౙཚのリス
クを軽減することがで͘た。Ήたਯເ、ௗ時間ਯເ、ௗ時間জ、ベッドからのཚリスクあ
りのয়ସを 24時間ఈしグラフԿすることで、ਫ਼実ସをཀྵմしたり、ベッドにおいてର॑
ఈ、਼ٷݼ、ຼധ਼を֮したり、ケアの見しにචགྷなݺพๅのफॄが行いΏすくなり、
ଠ৮種と༙ڠしΏすくなった。ಝに、「危険ࡱஎΉでの時間がक़さΗる」、「介護時のৼਐの
ෝ୴が軽減さΗる」、「室のνイϝングをਦることがで͘る」、「ॊཔのマットセンサーよりส
ཤ」のߴͺ、ܩକཤ༽することで効果をより͘くͣ״らΗるようになった。
見守りライフをしたਕฯ健施અଢཇより、ଠ事業ॶにଲして࣏のようにアドώイスをफ़
΄ている。
「ౙཚのࢯのΊならͥ、行ಊϏνーンのѴで͘Ήす。こΗにより॰回回਼の減ঙ、
ରҒިΏΨϞςިのνイϝングをਦることで͘Ήす。Ήͥͺಝఈの৮員がࡠ๏๑をज़
எして、ঙਕ਼ୱҒでࣖگしていくとスϞーθかとࢧいΉす。ఈ期దに機器メーΩーと࿊ཙをख
り合い、ๅިすることです。機器にଲするۦघ意識をঅʓにໃくし、ཀྵմしてదୣ
のためのςーϩとして༽するචགྷがありΉす。」
見守りライフをすることによって、見守りౕが向し、課ୌであったॶ者のベッドから
のཚの減ঙと、ౙཚリスクによる৮員のਈదストレスが軽減さΗたとい͓る。ญせて、
行ಊϏνーンのѴによってୌ఼をཀྵし、ݺʓのॶ者に合Κせたケアの見しにൕӫさせ
るなʹ、事ބのາષのࢯΏケアの࣯の向に͝ܪることがで͘た。Ήた、見守りౕが向した
ことによって、ଠの業ແΏよりをචགྷとする業ແにॄで͘るようになった、ॊཔのセン
サーでͺとら͓らΗなかったΨϞςしの行ҟをରಊのൕԢから༩しトイレ༢がՆとなっ
たなʹ、Ԣ༽దに༽したαメントಚた。ࠕ後ͺυーνをடしʹのように༽していくか、
༙効に༽する๏๑についてๅ༙ڠのを検౾課ୌと͝ڏている。

ྋࣁ
ᶅ 介護ϫϚット効果検ৄ 事業スケζϣーϩ（ṁ؇ཀྵන） 
②価༽ࢶ（アンケート、後アンケート）
③ ワークショップࣁྋ

ͨのଠ
ྫ 2೧ౕ 介護ϫϚット効果検ৄྙڢ事業ॶูॄགྷߴ



資 料 

① 介護ロボット導入効果検証 計画書スケジュール（進ṁ管理表）

② 評価用紙 １）見守りライフ導入前アンケート

２）見守りライフ導入後アンケート

③ ワークショップ資料





介護ロボット効果検ৄ事業スケジュール（ṁ管ཀྵන）
介護ロボット఼॑：見守り支援（施અ）

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

介護ฯ険課 ★

事業୴者顔合わせ・ླྀれの共༙ 事業ॶ・プラザ 6月24ೖ

ṁয়況の確・・サポート プラザ

ๅ収集（介護ロボット関࿊施અ見学・意見交換など） 事業ॶ・プラザ・メーカー

事業ॶ಼プロジェクトチームのଏ 事業ॶ

課ୌの確・検౾（査・ੵ・༑ౕઅఈ） 事業ॶ・プラザ

ଲ応策の確・検౾（機器のમఈなど） 事業ॶ・プラザ

ద・ඬのઅఈ 事業ॶ・プラザ・メーカー

ึঁ金ਅ੧ ึঁ金ਅ੧ॽྪ作・ड़ 事業ॶ

デモ 事業ॶ・メーカー

講習 事業ॶ・メーカー

wifi環境のઅ・ඍ 事業ॶ・メーカー

ཤ༽者及び家ଔのಋ意ॽ取ಚ 事業ॶ

プレ 事業ॶ・メーカー

機器・使༽（1） 事業ॶ・メーカー

機器・使༽（਼の活༽） 事業ॶ・メーカー

機器使༽に関するサポート プラザ・メーカー

効果ఈ๏๑の検౾・決ఈ 事業ॶ・プラザ・メーカー

アンケート実施（後・最終） 事業ॶ

後記 事業ॶ

使༽য়況ๅ告（アンケート・後記ड़など） 事業ॶ

アンケート集計 事業ॶ・プラザ

会議資ྋ作 事業ॶ・プラザ

会議へのड़ੰ 事業ॶ・プラザ・メーカー
6月11ೖ
ॵ回合

10月9ೖ
施અ

1月27ೖ
1回WS

事業ॶๅ告ॽ作 事業ॶ
プラザへ
ड़

最終ๅ告ॽ作 プラザ ໌古屋市
へड़

ๅ告（効果の横ఴ開） 事業ॶ・プラザ

モデル施અとしての見学ଲ応 事業ॶ

11月 ྫ３೧ౕ

協ྙ事業ॶとしての採

事業ରづくり

及啓

12月 1月 2月 3月

介護ロボットの

結果のまとめ・資ྋ作

効果検ৄ

課ୌཀྵ

項 No 業ແ 担 6月 7月 8月 9月 10月

資料 ①
事業スケジュール





介護人保健施設太ཇ 

アンケートᛦ査 別紙料と記入例

新センサー導入の目的はᲹ 

᠃倒᠃落᧸止が必要と思われる方に、なにもせず、観察だけで大丈夫なのか、従来型のセン

サーで充分なのか、新センサーがあった方が᧸ぎやすいのかをᛦ査する事が目的です。

新センサー導入前とはᲹ 

普段使用しているセンサーマット、クリップセンサー等があります。これらの使用の有無は

問いません。新センサーが設置された段᨞、何も説明を受けていないということが前提です。 

デモ機を導入した時をイメージして下さい。新しいセンサーを導入した。と、聞いたᲢ見たᲣ

時点が導入前です。使用説明を読んだᲢ聞いたᲣ後、実ᨥにご自៲が使用したᲢ対応したᲣ

時点から導入後となります。 

新センサー導入後Ტ今後Უについて 

よりよい介ᜱ看ᜱケアができるためのツールとして何が必要なのかを考えて行きます。継続

的に活用性や改善点等をᛦ査していきます。 

資料 ②　 
評価用紙 1)



ஂ૧ロボット「ৄஹりライフ」　デモোアথケート

９月９日よりஂ૧ロボットのデモを実していますが、デモ実前と実後の૾யについて
下੶アンケートにお௦え下さい。（デモ対ਹ৷者について）

⋇デモ実前の見ஹりの૾யは、どうのような૾யでしたか？　（体的にお௦えください）

⋈デモを実した時に、૾யはどう৲しましたか？　（体的にお௦えください）

⋉「見ஹりライフ」をಲਢしてઞう場合、どのようなઈ৷（目的ಉ）が୳定されますか？

資料 ②
評価用紙 １）



介護ਕฯ健施અଢཇ 

アンケートᛦ௹のおᫍい

ଐ々のಅ務お၅れಮです。ྵ在、名古屋市とᡲ携して「介ᜱロボットᲢදᲫᲣ」の導入を

始しています。このアンケートは、みなさんのᚨにおける᠃倒᠃ᓳ᧸ഥሊについて、心៲

の担や事対ሊをዒዓႎにᛦべるものです。 

ഏのページからいくつかのឋ問がᚨ定されています。あまりขくᎋえず、またឋ問をばし

たりすることなくおሉえください。 

アンケートはᚡ名式とさせていただきます。みなさんの回ሉはᚨと名古屋市がとりまとめ、

ወᚘႎに処ྸします。「介ᜱロボット」導入前後の変化やインタビュー形式でのឋ問に対応

させていただきます。 

周りとႻᛩすることなく、ごᐯ៲のྙႺな意ᙸをおሉえください。ここで得られた情報によ

ってあなたのಅ務ᚸ価に影᪪することはありませんのでご安心ください。 

ᚡ入参ᎋ例も別ኡにて提ᅆしてあります。そちらを参ༀしながらおሉえください。それでは

多忙なಅ務の中ではありますが、᠃倒᠃ᓳ᧸ഥとᎰ員の担᠉ถのためのアンケートにご協

力おᫍいᐲします。 

දᲫᲣ介ᜱロボットとは、当ᚨでは「ૼセンサー」とᘙྵしているものです。「地域医ၲ介ᜱዮ合ᄩ保

」によって実される介ᜱロボットの導入ᝲဇをᙀ助する支援事ಅです。 

事᧸ഥ៲体拘ள廃ഥ委員会委員ᧈᲴᕵ中ᑣ二 

はじめに以下のឋ問におሉえください。 

พ   ・ ঃ ೧ྺ 20େ ・ 30େ ・ 40େ ・ 50େ以

経験೧਼ ೧（介護看護業ແに携わってからの೧਼。ଔの介護は含みません。）

勤ແ形ସ ೖ勤のみ ・ 勤あり          氏໌

　資料 ②　 
評価用紙 ２）



介護ਕฯ健施અଢཇ 

新センサー アンケート 導入日 Ჴ   年   月   日 

新セ ᚡ入日 Ჴ   年 月 日 Ტ 導入後 ኺᢅ Უ 

特定の入所ᎍ様ではなく、新センサーを使用している方々の全体像をイメージし、アンケー

トにお答えください。また、デモ機を使用していた期᧓がある場合は、導入前をイメージし

て下さい。 

①新センサーについて

ᲫᲣ特徴・操作方法は分かりますかᲹ

ᲬᲣ本体の操作や使いやすさを感じますかᲹ

ᲭᲣPC画᩿上の使いやすさ感じますかᲹ

②新センサー導入の効果について

ᲫᲣᛚ作動・故ᨦはありますかᲹ

ᲬᲣ᠃倒᠃ᓳが予᧸できるᲢできたᲣ

ᲭᲣ危ᨖ察知までの時᧓は短されますかᲹ

ᲮᲣ介ᜱ時の心៲の担感は᠉減しますかᲹ

ᲯᲣ生活パターンの把握はできますかᲹ

ᲰᲣ導入は業務改善につながりますかᲹ

ᲱᲣᚧ室タイミングを図ることが出来ますかᲹ

ᲲᲣ従来のセンサーより不便ですかᲹ

③データの活用

ᲫᲣPC画᩿上のデータは活用できますかᲹ

ᲬᲣዒዓして使用したいと思いますかᲹ

その他、気付いたことなどをᐯ由にᚡ入してください。 

ご協力ありがとうございました。 

（からない） （かる）
いいえ あまり まあまあ はい

 

資料 ②
評価用紙 ２）



介ޤਕฯ݊ࢬઅଢཇ 

新センサー アンケート

新セ ᚡ入日 Ჴ   年 月 日 Ტ 導入後 ኺᢅ Უ 

特定の入所ᎍ様ではなく、新センサーを使用している方々の全体像をイメージし、アンケー

トにお答えください。また、デモ機を使用していた期᧓がある場合は、導入前をイメージし

て下さい。 

①新センサーについて

ᲫᲣ特徴・操作方法は分かりますかᲹ

ᲬᲣ本体の操作や使いやすさを感じますかᲹ

ᲭᲣPC画᩿上の使いやすさ感じますかᲹ

②新センサー導入の効果について

ᲫᲣᛚ作動・故ᨦはありますかᲹ

ᲬᲣ᠃倒᠃ᓳが予᧸できるᲢできたᲣ    

ᲭᲣ危ᨖ察知までの時᧓は短されますかᲹ

ᲮᲣ介ᜱ時の心៲の担感は᠉減しますかᲹ

ᲯᲣ生活パターンの把握はできますかᲹ

ᲰᲣ導入は業務改善につながりますかᲹ

ᲱᲣᚧ室タイミングを図ることが出来ますかᲹ

ᲲᲣ従来のセンサーより不便ですかᲹ

③データの活用

ᲫᲣPC画᩿上のデータは活用できますかᲹ

ᲬᲣዒዓして使用したいと思いますかᲹ

その他、気付いたことなどをᐯ由にᚡ入してください。 

ご協力ありがとうございました。 

（からない） （かる）
いいえ あまり まあまあ はい

 

າىでよい

֚ߴに〇を

۫ରదなઅఈはಝఈの৮員でଲ応します。

センサーがあると安ৼするか？

センサーがໃい๏がްིがྒྷいか？

資料 ②　　 
評価用紙 ２）



 



1 協ྙ事業ॶ ୢഇय़弘

2 協ྙ事業ॶ ᤷྒྷ್

3 協ྙ事業ॶ ൚

4 メーカー 三浦బ哉

5 メーカー 塩山९

6 サポート ൚ै

7 サポート ௗඎඔ幸

8 サポート ௗধ

9 オブザーバー 近౽ৡ

活　ಊ　಼　༲

時間 ૄい/ඬ

1
15:00
(5)

オープニング

2
15:05

（10）
ๅを共༙する

3
15:15

（20）
ๅཀྵ・共༙

4
15:35

（15）
ๅཀྵ・共༙

5
15:50

（10）
果を確する
クロージング

資ྋ

協ྙ事業ॶ：医ྏ๑ਕ९ਜ਼会　介護ਕฯ健施અ　ଢཇ

見गりライフ（トーテックアメニティ株式会ऀ）

参　加　ं
医ྏ๑ਕ९ਜ਼会　介護ਕฯ健施અ　ଢཇ　事ແௗ

トーテックアメニティ株式会ऀ

介護ロボット：見गり・コミュニケーション（施અ）

医ྏ๑ਕ९ਜ਼会　介護ਕฯ健施અ　ଢཇ　看護師　

医ྏ๑ਕ९ਜ਼会　介護ਕฯ健施અ　ଢཇ　看護क

ྫ2೧ౕ　介護ロボット活༽推進事業
介護ロボット効果検証　ワークショップ

ೖ時：ྫ3೧1月27ೖਭ༷ೖ　15:00～16:00
ॶ：Zoomミーティング

事業計画ॽ
アンケート結果

トーテックアメニティ株式会ऀ

なごやෳ祉༽具プラザ　作業ྏ๑士

なごやෳ祉༽具プラザ　作業ྏ๑士

なごやෳ祉༽具プラザ　リハビリテーション工学技師

なごやෳ祉༽具プラザ　ॶௗ

活ಊ಼༲/い

・挨拶・自己়介
・事業ट旨・ワークショップのదの確

・アンケート結果の確

・現課ୌと効果、使༽য়況の確
・使༽ं、ଲেंの確

・今後の課ୌ、ཤ活༽について意見交換

・まとめ、今後の༩ఈ確

〈狙い/成果〉
人ฯ健施設太ཇの見守りライフの・活༽状況を確・共༙する。
人ฯ健施設太ཇの課題に対する効果を確・意見交換を行い、న切かつ効果దなཤ活༽につなげる。

資料 ③
ワークショップ



ஂ૧ロボット「ৄஹりライフ」　デモোアথケート

９া９ेॉஂ૧টॵॺのॹঔ॑ৰしていますが、ॹঔৰとৰの૾யについて
ৣ੶॔থॣーॺにお௦えৣさい。（ॹঔৌਹ৷について）

⋇ॹঔৰのৄஹॉの૾யは、どうのेうな૾யでしたか？　（৬にお௦えください）

⋈ॹঔ॑ৰしたৎに、૾யはどう৲しましたか？　（৬にお௦えください）

⋉「ৄஹॉছॖই」॑ಲਢしてઞうৃ়、どのेうなઈ৷（৯ಉ）が୳さोますか？

資料 ③
ワークショップ



デ
モ
ࣰ
ࢬ

の
ݡ
ग
り
য়
ڱ
は
、
ど
の
よ
う
な
য়
ڱ
で

し
た
か
？

デ
モ
を
ࣰ
ࢬ
し
た
࣎
に
、
য়
ڱ
は
ど
う
ร
化
し
ま
し
た

か
？

「
ݡ
ग
り
ラ
イ
フ
を
」
ܩ
କ
し
て
࢘
う


、
ど
の
よ

う
な
運
༽
（

ద

）
が

ఈ
さ
れ
ま
す
か
？


間
ଵ
は
ຌ
ਕ
༹
が

ເ
さ
れ
る
ま
で
コ
ー
ル
が
ළ
回

で
し
た
。

ເ
さ
れ
て
か
ら
は
よ
か
っ
た
で
す

࢘
い
๏
は
わ
か
り
や
す
い
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
Pト

イ
レ
の
࢘
༽
の
๏
に
࢘
っ
て
い
ま
し
た
が
安
સ
に
࢘
༽
で

き
ま
し
た
。

ළ
回
に
ト
イ
レ
を
࢘
う
ཤ
༽
ं
༹
に
࢘
༽
す
る
と
ࢧ

う
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
࢘
༽
࣎
は
、
ର
温
、
ຼ
ധ


握
で

き
な
か
っ
た
。
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
あ
っ
た
ࡏ
は
、
と
に

も
か
く
に
も
ダ
ッ
シ
ュ
で

࣪
し
て
い
た
。

ର
ಊ
で
の
セ
ン
サ
ー
અ

અ
ఈ
を
行
う
こ
と
で
、

め

に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
、

ౙ

に

࣪
が
可

と
な
る
。

モ
ニ
タ
ー
越
し
に
য়
況
、
ਫ਼
ର
ൕ
応
が
見
ら
れ
て
と
て

も
ส
ཤ
で
す
。

一
ౕ
OF

Fに
な
っ
て
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
ഓ
ત
ൊ

け

、
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
༩

ࡨ
を
加
え
る
と
ࣆ
故


ࢯ
に
つ
な
が
る
と
ࢧ
い
ま
し
た
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
よ
り
故
্
や

具
合
な
ど
が
ঙ
な

く
、
経
済
ద
で
ௗ
期
ద
に
࢘
え
そ
う
だ
な
と
ࢧ
い
ま
し

た
。

各
ཤ
༽
ं
༹
に
合
わ
せ
た
見
ग
り
、
ର

管
ཀྵ
が
で
き

メ
リ
ッ
ト
が
ଡ
い
が
、
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
ಋ
࣎
刻
に
॑

な
っ
て
し
ま
う
と
緊
急

の
高
い
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
を
ल

え
な
い
と
言
う
ৼ
ഓ
が
あ
る
た
め
、
各
フ
ロ
ア
ご
と
に

よ
く

し
合
っ
た
う
え
で
࢘
う
こ
と
で
活
༽
で
き
る
と

ࢧ
い
ま
す
。
シ
ー
ツ
交
換
࣎

、
ベ
ッ
ド
を
移
ಊ
す
る

こ
と
も
あ
り
、
個
ਕ
で
再
અ

で
き
る
よ
う
各
フ
ロ
ア

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
と
い
い
と
ࢧ
い
ま
す
。

セ
ン
サ
ー
が
な
っ
た
ら
ଊ
居
࣪
に
向
か
っ
て
い
た
。

ೖ

だ
け
の
勤
ແ
な
の
で
コ
ー
ル
が
໒
っ
た
ら
居
࣪
へ

行
き
ଲ
応
し
て
い
た
（
ೖ

た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
が

い
る
য়
況
な
の
で
ࣙ

ࣙ
ਐ
の
ร
化
は
な
か
っ
た
）


間
だ
っ
た
ら
パ
ソ
コ
ン

で
༹
ࢢ
を
見
て
ಊ
け
る
と

ࢧ
う
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
の
位

を
か
え
た
り
ス
イ
ッ
チ
の

ON
-O
FF

れ
が
な
か
っ
た
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
や
ク
リ
ッ
プ
の
故
্
が
ঙ
な
く
な

り
、
コ
ス
ト

で
ྒྷ
い
か
と
ࢧ
う
。

৯
々
な
અ
ఈ
が
で
き
る
の
で
、
ཤ
༽
ं
に
よ
っ
て
工


が
で
き
る
。

࣪
温
や
呼
吸
ຼ
ധ

、
い
ろ
い
ろ
な

ๅ
（
ਯ
ເ
パ

タ
ー
ン
）
が
ಚ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ເ
ࡐ
の




活
༽
で
き
る
。

居
࣪
に
ଏ
を
運
ば
な
く
て
も
༹
ࢢ
が

か
る
。

ର
॑

ఈ

ワークショップ 資料 ③



デ
モ
ࣰ
ࢬ

の
ݡ
ग
り
য়
ڱ
は
、
ど
の
よ
う
な
য়
ڱ
で

し
た
か
？

デ
モ
を
ࣰ
ࢬ
し
た
࣎
に
、
য়
ڱ
は
ど
う
ร
化
し
ま
し
た

か
？

「
ݡ
ग
り
ラ
イ
フ
を
」
ܩ
କ
し
て
࢘
う


、
ど
の
よ

う
な
運
༽
（

ద

）
が

ఈ
さ
れ
ま
す
か
？

セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
あ
っ
た
ら
す
͛
に

࣪
し
て
い
た
。

セ
ン
サ
ー
が
॑
な
っ
た
࣎
は
、
༑

ౕ
の
ఁ
い
๏
に

ଶ
っ
て

き
ଲ
応
し
て
い
た
。

ෝ
୴
は
あ
っ
た
。

ਜ਼

な
と
こ
ろ
、
セ
ン
サ
ー
࢘
༽
ं
が
ଡ
਼
い
ら
っ

し
Ύ
る
の
で
、
ෝ
୴
ౕ
は
ร
わ
ら
な
か
っ
た
。
（
ؽ
ح

に
࢘
い

れ
て
い
な
い
の
も
ݬ
Ҿ
で
は
あ
る

が
ʀ
ʀ
ʀ
）

セ
ン
サ
ー
ଲ
応
回
਼
だ
け
で
な
く
、
ご
ཤ
༽
ं
༹
の
য়

ସ
�呼

吸
਼
）
を

握
で
き
る
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
を
࢘
༽
し
、
ൕ
応
が
あ
れ
ば

࣪
。


間
は
一
࣎
間
ຘ
の
॰
ࢻ
。
加
え
て
ೖ

、

間

わ

ͥ
、
ର


や
ಊ
ࡠ

に

安
が
あ
れ
ば

࣪
回
਼
を

ଁ
や
し
ଲ
応
。


࠴
位
に
な
っ
た
࣎
఼
で
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
あ
る
の

で
、
ベ
ッ
ド
ൕ
ଲ
ଈ
へ
行
っ
た
り
、
マ
ッ
ト
に
ର
॑
が

か
か
る

に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
の
で

࣪
の
ス
ϒ
ー
ド

が

が
り
ৼ
ഓ
も
ݰ
っ
た
よ
う
に
ࢧ
う
。

ຼ
ധ
や
呼
吸
も
見
れ
る
の
で
ର


で
の
安
ৼ
״
や


࣪
回
਼
の
ఁ
Ծ
も
あ
る
。

ى

が

る
の
で

間
য়
況
の
見

し
が
༲
ҝ
。

ର


ྒྷ
ं
の
ର

֮

。

Ψ
Ϟ
ツ

し
や
๎

の
あ
る
๏
へ
ಊ
き
ड़
し

で
ൕ
応

す
る
よ
う
に
し
て
ଲ
応
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
の

合
、

࠳
位
に
な
り
জ
に
ଏ
が


く
と
໒
る
た
め
、

࣪
し
た
࣎
に
は
す
で
に
জ
に
࠴

り
ࠒ
ん
で
い
る
ࣆ
も
ଡ
か
っ
た
。

ಊ
き
࢟
め
た
࣎
఼
で
ժ

で
༹
ࢢ
が
わ
か
る
の
で
、
য়

況
の

握
が
で
き
た
。

ຼ
ധ
な
ど
ࡋ
か
い
ର

が
わ
か
る
の
で
ର


ྒྷ
の

๏
、

ख
り
ଲ
応
の
๏
へ
の
࢘
༽
。

ॵ
め
は
い
ろ
い
ろ
と
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
あ
り

し
か
っ

た
が
、


し
て
い
く
う
ͬ
に
見
ग
り
が
ཚ
ͬ

い
て

き
た
。

居
࣪
か
ら

れ
て
か
ら
も
য়
況
が

か
る
ҟ
、
再
ౕ
の

֮

が
ֺ
に
な
っ
た
。

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
য়
況
が
わ
か
る
た
め
、
ཚ
ͬ

い
て

行
ಊ
が
で
き
る
。


ఈ
期
な
行
ಊ
す
る
ཤ
༽
ं
も
し
く
は
ॵ
め
て

ॶ
さ

れ
る
ཤ
༽
ं
に
運
༽
し
た
い
。

資料 ③ ワークショップ



デ
モ
ࣰ
ࢬ

の
ݡ
ग
り
য়
ڱ
は
、
ど
の
よ
う
な
য়
ڱ
で

し
た
か
？

デ
モ
を
ࣰ
ࢬ
し
た
࣎
に
、
য়
ڱ
は
ど
う
ร
化
し
ま
し
た

か
？

「
ݡ
ग
り
ラ
イ
フ
を
」
ܩ
କ
し
て
࢘
う


、
ど
の
よ

う
な
運
༽
（

ద

）
が

ఈ
さ
れ
ま
す
か
？

ʰ

࠴
位
ʱ
で
ଏ
が

ஏ
し
た
ら
セ
ン
サ
ー
コ
ー
ル
が

໒
る
と
言
う
য়
ସ
だ
っ
た
。
そ
の
ࡏ
、

࣪
し
た
࣎
に

は
す
で
に
࣏
の
ಊ
き
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
ͽ

や
り
と
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ッ
ド

で
の

ಊ
き
が

握
し
き
れ
ͥ
、
具
ର
ద
な
見
ग
り
๏
が
ス

タ
ッ
フ
で
ώ
ϧ
ώ
ϧ
だ
っ
た
と
ࢧ
う
。

қ

と

ࡠ
が
؈
ୱ
で
、
ಊ
き
の

握
が
し
や
す
く

な
っ
た
。
υ
ー
タ
が

る
の
で
よ
り
ٮ
؏
ద
に
য়
況
を


இ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
各
ࣙ
の
क

؏
で

இ
す
る
こ
と
が
ଡ
か
っ
た
と
ࢧ
う
。

಼
ෲ
༂


の
タ
イ
ϝ
ン
ή
が
ݗ
౾
で
き
る
。


࣪
回
਼
を
ݰ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

ٮ
؏
ద
な
υ
ー
タ

ੵ
を
行
い
、
Պ
ଔ
༹
へ
の
ઈ

も

し
や
す
く
な
る
。


ౙ

ཚ
の
リ
ス
ク
ܲ
ݰ
が
期
ଶ
で
き
る
た
め
、
ৼ
ਐ

の
ෝ
୴
が
ݰ
る
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
を
ཤ
༽
さ
れ
て
い
た
。

す
΄
て
の
ಊ
き
を
モ
ニ
タ
ー
で
Ί
ら
れ
る
の
は
す
ご
い

と
ࢧ
っ
た
。
ೖ
勤
ଵ
に

い
て
は
モ
ニ
タ
ー
を
؏
る
ࣆ

よ
り
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
で
P+

6を
活
༽
す
る
こ
と
が
ଡ

い
。
（

勤
ଵ
の
こ
と
は
わ
か
ら
ͥ
ਅ
し
༃
な
い
で

す
）

ཤ
༽
ं
༹
の
ಊ
き
の
ಝ

に
よ
り
、
࢘
い

け
る
ࣆ
が

ච
གྷ
と
考
え
ま
す
。

セ
ン
サ
ー
が
໒
り
、
居
࣪
に

う
ま
で
は
ཤ
༽
ं
༹
が

ど
の
よ
う
な
য়
況
で
あ
る
か
は

か
ら
な
い
য়
況
で
し

た
。

居
࣪
に

࣪
す
る

に
パ
ソ
コ
ン
の

ๅ
で
ࣆ

に
ਯ

ເ
を
さ
れ
て
い
る
か
、

জ
さ
れ
て
い
る
か
が

握
で

き
る
た
め
、
ଲ
応
し
や
す
く
な
っ
た
と
ࢧ
い
ま
す
。


ౙ
、

ཚ
リ
ス
ク
が
高
い
ਕ
は
も
ͬ
ろ
ん
の
こ
と
、


ख
り
ଲ
応
の
๏
の
ຼ
ധ
、
呼
吸
な
さ
れ
て
い
る
か
を

ࡋ
か
く
チ
Υ
ッ
ク
し
て
い
く
よ
う
な
運
༽
が

ま
し
い

と
ࢧ
い
ま
す
。

ࣰ
ࢬ

は

࠴
位
に
な
っ
た
࣎
に
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
あ

る
য়
ସ
で
し
た
。
な
の
で
、
ご
ཤ
༽
ं
༹
が
ベ
ッ
ド


で
ಊ
き
ड़
し
た
ॢ
間
で
は
な
く
、
ع
に
ಊ
き
ड़
し
た
࣎

だ
っ
た
の
で
セ
ン
サ
ー

で
の

ཚ
が
ً
こ
っ
て
い
ま

し
た
。

અ
ఈ
に
よ
っ
て
は
、
ベ
ッ
ド

で
ً
き
て
い
る
༹
ࢢ
が


か
っ
た
り
と
ಊ
き
ड़
す

に
ご
ཤ
༽
ं
༹
の
য়
ସ
が

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ɻ

、
居
࣪
に
向
か
う


に
ご
ཤ
༽
ं
༹
の
݊
߃
য়
ସ
が

か
る
よ
う
に
な

り
、
安
൳
֮

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
ཤ
༽
ं
༹
の
ਫ਼
活
リ
θ
Ϟ

ご
ཤ
༽
ं
༹
の
安
൳
֮
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介護ਕฯ健施અଢཇ 

アンケートᛦ௹のおᫍい

ଐ々のಅ務お၅れಮです。ྵ在、名古屋市とᡲ携して「介ᜱロボットᲢදᲫᲣ」の導入を

始しています。このアンケートは、みなさんのᚨにおける᠃倒᠃ᓳ᧸ഥሊについて、心៲

の担や事対ሊをዒዓႎにᛦべるものです。 

ഏのページからいくつかのឋ問がᚨ定されています。あまりขくᎋえず、またឋ問をばし

たりすることなくおሉえください。 

アンケートはᚡ名式とさせていただきます。みなさんの回ሉはᚨと名古屋市がとりまとめ、

ወᚘႎに処ྸします。「介ᜱロボット」導入前後の変化やインタビュー形式でのឋ問に対応

させていただきます。 

周りとႻᛩすることなく、ごᐯ៲のྙႺな意ᙸをおሉえください。ここで得られた情報によ

ってあなたのಅ務ᚸ価に影᪪することはありませんのでご安心ください。 

ᚡ入参ᎋ例も別ኡにて提ᅆしてあります。そちらを参ༀしながらおሉえください。それでは

多忙なಅ務の中ではありますが、᠃倒᠃ᓳ᧸ഥとᎰ員の担᠉ถのためのアンケートにご協

力おᫍいᐲします。 

දᲫᲣ介ᜱロボットとは、当ᚨでは「ૼセンサー」とᘙྵしているものです。「地域医ၲ介ᜱዮ合ᄩ保

」によって実される介ᜱロボットの導入ᝲဇをᙀ助する支援事ಅです。 

事᧸ഥ៲体拘ள廃ഥ委員会委員ᧈᲴᕵ中ᑣ二 

はじめに以下のឋ問におሉえください。 

พ   ・ ঃ ೧ྺ 20େ ・ 30େ ・ 40େ ・ 50େ以

経験೧਼ ೧（介護看護業ແに携わってからの೧਼。ଔの介護は含みません。）

勤ແ形ସ ೖ勤のみ ・ 勤あり          氏໌
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介護ਕฯ健施અଢཇ 

新センサー アンケート 導入日 Ჴ RᲬ年 ᲫᲪ月 ᲬᲪ日 

新セ ᚡ入日 Ჴ   年 月 日 Ტ 導入後 ኺᢅ Უ 

特定の入所ᎍ様ではなく、新センサーを使用している方々の全体像をイメージし、アンケー

トにお答えください。また、デモ機を使用していた期᧓がある場合は、導入前をイメージし

て下さい。 

①新センサーについて

ᲫᲣ特徴・操作方法は分かりますかᲹ

ᲬᲣ本体の操作や使いやすさを感じますかᲹ

ᲭᲣPC画᩿上の使いやすさ感じますかᲹ

②新センサー導入の効果について

ᲫᲣᛚ作動・故ᨦはありますかᲹ

ᲬᲣ᠃倒᠃ᓳが予᧸できるᲢできたᲣ

ᲭᲣ危ᨖ察知までの時᧓は短されますかᲹ

ᲮᲣ介ᜱ時の心៲の担感は᠉減しますかᲹ

ᲯᲣ生活パターンの把握はできますかᲹ

ᲰᲣ導入は業務改善につながりますかᲹ

ᲱᲣᚧ室タイミングを図ることが出来ますかᲹ

ᲲᲣ従来のセンサーより不便ですかᲹ

③データの活用

ᲫᲣPC画᩿上のデータは活用できますかᲹ

ᲬᲣዒዓして使用したいと思いますかᲹ

その他、気付いたことなどをᐯ由にᚡ入してください。 

ご協力ありがとうございました。 

（からない） （かる）
いいえ あまり まあまあ はい
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介護人保健施設太ཇ 

アンケートᛦ査 別紙料と記入例

新センサー導入の目的はᲹ 

᠃倒᠃落᧸止が必要と思われる方に、なにもせず、観察だけで大丈夫なのか、従来型のセン

サーで充分なのか、新センサーがあった方が᧸ぎやすいのかをᛦ査する事が目的です。

新センサー導入前とはᲹ 

普段使用しているセンサーマット、クリップセンサー等があります。これらの使用の有無は

問いません。新センサーが設置された段᨞、何も説明を受けていないということが前提です。 

デモ機を導入した時をイメージして下さい。新しいセンサーを導入した。と、聞いたᲢ見たᲣ

時点が導入前です。使用説明を読んだᲢ聞いたᲣ後、実ᨥにご自៲が使用したᲢ対応したᲣ

時点から導入後となります。 

新センサー導入後Ტ今後Უについて 

よりよい介ᜱ看ᜱケアができるためのツールとして何が必要なのかを考えて行きます。継続

的に活用性や改善点等をᛦ査していきます。 
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介ޤਕฯ݊ࢬઅଢཇ 

新センサー アンケート

新セ ᚡ入日 Ჴ   年 月 日 Ტ 導入後 ኺᢅ Უ 

特定の入所ᎍ様ではなく、新センサーを使用している方々の全体像をイメージし、アンケー

トにお答えください。また、デモ機を使用していた期᧓がある場合は、導入前をイメージし

て下さい。 

①新センサーについて

ᲫᲣ特徴・操作方法は分かりますかᲹ

ᲬᲣ本体の操作や使いやすさを感じますかᲹ

ᲭᲣPC画᩿上の使いやすさ感じますかᲹ

②新センサー導入の効果について

ᲫᲣᛚ作動・故ᨦはありますかᲹ

ᲬᲣ᠃倒᠃ᓳが予᧸できるᲢできたᲣ    

ᲭᲣ危ᨖ察知までの時᧓は短されますかᲹ

ᲮᲣ介ᜱ時の心៲の担感は᠉減しますかᲹ

ᲯᲣ生活パターンの把握はできますかᲹ

ᲰᲣ導入は業務改善につながりますかᲹ

ᲱᲣᚧ室タイミングを図ることが出来ますかᲹ

ᲲᲣ従来のセンサーより不便ですかᲹ

③データの活用

ᲫᲣPC画᩿上のデータは活用できますかᲹ

ᲬᲣዒዓして使用したいと思いますかᲹ

その他、気付いたことなどをᐯ由にᚡ入してください。 

ご協力ありがとうございました。 

（からない） （かる）
いいえ あまり まあまあ はい

 

າىでよい

֚ߴに〇を

۫ରదなઅఈはಝఈの৮員でଲ応します。

センサーがあると安ৼするか？

センサーがໃい๏がްིがྒྷいか？
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ᶅ新センサーについて
1回

2回

ᶆ新センサーの効果について
1回

2回
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1回

2回

1回

2回
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ᶇデータの活༽
1回

2回
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೧ྺ 経験೧਼

ঃ າ記 35 ೖ勤のみ
ཤ༽ं༹の༹ࢢや危険ࡱஎも握できよかった。࢘いこなすことができれ
ばรสཤ。

ঃ 50େ以 21 ೖ勤のみ
マットの࣎はONにするのをれたりとかあったが、センサーではৼഓが
なくてよい。

 30େ 13 勤あり まだࡠに慣れていないので、く࢘いこなせる༹になりたいです。
 30େ 8 勤あり

ঃ 40େ 3 勤あり

せンサーマットでは、ు源のれれ、具でのࣆ故がありましたが、
センサーޛはミスがないのでৼదෝ୴がঙなくঁかります。起き
がりのઅఈでキャッチしにくい為ಊきड़しにかえていくなど、ॵめはおࢾ
ししていくචགྷがあるとࢧいますが、ಊきड़しのઅఈのおかげでોく
࣪できることはཚࢯにつながりとてもঁかっています。ޛࠕもセン
サーを活༽してࣆ故のঙないࢬઅとしてཤ༽ं༹に߫献したいとࢧいま
す。

 30େ 4 勤あり

いますが、起きがりではないରಊでセンサーൕ応がࢧだとࣆ๏のない
あり、居࣪へかわざるशえない࣎があるのがঙ々ෝ୴ではあります。た
だຌの起きがりのセンサーൕ応とߡえたら、இષにセンサーの๏が
ྒྷいとࢧいます。

 50େ以 30 勤あり
༙ްదなಕ具ではあるが、すべてのൕ応にすぐにできるわけではないた
め、なかなかৼਐの『ৼ』の෨のෝ୴軽減はೋしい。

ঃ 50େ以 20 勤あり
ॊཔのセンサーだとオムツ外しなどがからなくタイミングをਦって࣪
していたが、パソコンでわかるので࣪にまにあいࣨ禁は軽減してཔた
とࢧいます。ࡠ๏๑はこわくてさわれない。

ঃ 50େ以 9 ೖ勤のみ
ॉに機をཀྵ解し活༽できればすばらしいだとࢧいます。ࣙࢴਐはྒྷ
くからないままॊཔとಋじように活༽させていています。

 50େ以 7 勤あり
ࡠの๏が༪なࣆをしてしまいそうで、घくやれない。PC画から
確してからのߨಊはཚちついてやれる。

ঃ 40େ 10 勤あり

ޛ臥জの位などによりパソコンでනࣖされるয়ସと違うことがあっ
た。間ເ࣎だとࠖることがあった。ਫ਼活パターンまで握できるよう
になり、いかせるとྒྷいとࢧいました。ཌྷೖなどはௗ࠴位でのઅఈだと
何ౕも࣪しなければばらないࣆがあった。フロアへ༢し見गる
もචགྷだと感じました。

ঃ 50େ以 11 勤あり

臥জ࣎の位（あまり下位）などで起きがりの絵になってしまうࣆがあ
る。ಆの位を߶くしてもギャッジUPして下ってしまった。位が下に
なってしまって起きがりの絵になってしまうことがあった。（࠹ॵの
（ࠔ

 40େ 17 勤あり
間ଵにモニターを確でき、ਯເয়況など見れることができたのでྒྷ
かったとࢧいました。

ঃ 40େ 10 勤あり
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ঃ 50େ以 6 ೖ勤のみ
に௧いついてないと感じるඍが৯々あるのでحେの機࣎અ৮ҽがࢬ
༑ॳ位をߡえてきたいと感じる。

 30େ 1 勤あり 0

 30େ 7 勤あり
�໌のཤ༽ं༹に࢘༽されていたが、そのߨಊಝからࣙがセンサーの
υータを༙ްに活༽できていなかった。勤ۂແはモニターを確する
ϐマがないࣆもあった。

ঃ 40େ 14 勤あり

Ҳౕセンサーがൕ応せͥ、かわりにڈセンサーをઅしてଲ応したこと
があった。勤ͥっとPC画を見れるわけではないので、࢘い๏はڈセ
ンサーとรわらない。（P+6がなったらଲ応する感じ。ࠕまでとรわらな
い）

ঃ 30େ 16 勤あり ಝにありませΞ。

ঃ 40େ 20 ೖ勤のみ
がଡいのであまりPC見ࣆはೖ勤のみの勤ແのため、ೖ勤はজଇすࡑݳ
たりはしていなかった。

 40େ 17 勤あり

PC画にབるのも（བりす͙るの）よくないが、PCでຌਕ༹の臥জয়ସ
が確できるのはありがたい機とࢧわれるし、ༀにཱིつ。まだࡠʀ
に慣れてなく、ௗ࠴位になるだけで�起きがりになる�໒ったりでコーϩ
のළౕも߶いが、慣れたら҈સʀ機ߡえたらॊཔのよりྒྷいとࢧわ
れる。

ঃ �0େ 0.5 勤あり
ແのෝ୴が軽減でۂやޤյを機にଡ༹な機փをし、活༽ड़པたらղࠕ
きるとࢧいます。

ঃ 40େ 8 勤あり 0
 40େ 19 勤あり 0

 40େ 12 勤あり
しいࡠ๏๑をஎらないのでセンサーアϧームが໒りକけてࠖった。
ເしている࣎間ଵが握できた。

 30େ 8 勤あり ϗッχの৺ศりだけの機はළյになるのでৼਐにෝ୴あるとࢧいます。

 30େ 8 勤あり
ཤ༽ं༹にわせてセンサーൕ応の๏をรߍすることができ、とても࢘
いやすいです。PCでࣆにཤ༽ं༹のಊきをࡱஎすることができ、༪༡を
もってղঁにることができます。

ঃ 30େ 16 勤あり 。までのセンサーと違い、ు源のれれがないので҈ৼできるࠕ

資料 ③
ワークショップ



資料 ③
ワークショップ



今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト


効
果
検
ৄ

 
ࣰ
ࢬ
ๅ
告
ॽ
の
作

の
お
願
い（

A4
：
１
ທ
ఖ
ౕ
） 

（
಼
༲
）
効
果
検
ৄ
の
ࣰ
ࢬ
๏
๑

見
ग
り
ラ
イ
フ
を
使
༽
し
て
の
効
果

見
ग
り
ラ
イ
フ
使
༽
に
お
け
る
課
ୌ

見
ग
り
ラ
イ
フ
を


す
る
ࢬ
અ
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
会
議
ड़
ੰ
の
ः
ླ
金
の
ਅ
੧

・
པ
೧
ౕ
の

及
協
ྙ
に
つ
い
て

セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
ଠ
）、
ࢬ
અ
見
学
な
ど

・
そ
の
ଠ

資料 ③
ワークショップ



 

 

そのଠ 

 
 

 

 

ྫ 2೧ౕ 介護ロボット効果検ৄ協ྙ事業ॶูॄགྷ項 



 



1 

介護ロボット導入効果検証協力事業所募集要項 

名古屋市健康福祉局高齢福祉部介護保険課 

１ はじめに 

本市では、介護従業者の負担軽減や定着、介護の質の向上を目的として、介護ロボットの

活用を推進するため、令和元年１０月より「介護ロボット等活用推進事業」（委託事業）を実

施しております。 

  この事業の一環として、介護保険事業所における介護ロボットの導入効果を検証し、その

結果を今後の介護ロボットの普及や活用推進に活かしていくための介護ロボット導入効果検

証を行います。 

  そのため、当該効果検証にご協力いただく介護保険事業所を募集します。 

  なお、介護ロボット等活用推進事業は「なごや福祉用具プラザ」のもとで行います。 

「なごや福祉用具プラザ」について 

平成９年事業開始。介護ロボットを含む約１０００点の福祉用具の展示、福祉用具や住

宅改修に関する無料相談、実習・研修を通じた介護知識・技術の普及を行っています。 

また、平成２５年から２９年に国の介護ロボット普及モデル事業を受託しています。 

２ 募集対象事業所 

（１）募集数 

（２）対象事業所 

名古屋市内で運営する以下の事業所で、介護ロボットの導入を検討しており、効果検

証に協力できる事業所。 

※令和２年４月１日時点で開設後３年以上経過していること。 

３ 応募資格

（１）名古屋市内にある「２ 募集対象事業所」を運営している法人 

（２）介護保険法に規定する欠格事由等に該当しないこと 

・介護保険法に規定する欠格事由に該当する場合は応募できません。 

・応募者が、名古屋市暴力団排除条例（平成 24 年名古屋市条例第 19 号）第 2 条第 2 号に

規定する暴力団員等（暴力団員と密接な関係を有する者を含む）、名古屋市が行う事務及

び事業からの排除対象者であることが判明した場合は、応募を無効とします。また、暴

力団員等であるかどうかを愛知県警察本部長に対し照会することがあります。 

 ２事業所 

 特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護医療院、介護療養型医療施設、 

 特定施設入居者生活介護事業所、認知症高齢者グループホーム 

令和２年度



� 

（３）介護保険法ef老人福祉法g規定をhiしていること 

介護保険法を始め関係するÍ令等に定めらÎたÏÐをÑたしていることがÒÓです。 

また、下Ôに該当する法Õ（その法ÕとÖ×ØÙÚをÛ一ÕÜとする法Õも含む）は応募

できません。 

・応募ÝÞßà時において、介護保険法及びáÕ福祉法そのâ法令に明ãにäåしている

とæめらÎる法Õ 

・そのâ、市長がçèéとæめる法Õ 

（j）klな事業mngo定 

・介護ロボットの導入効果検証を行う事業所において当該効果検証に協力êëなìíがî

っていることをãæの上ご応募くだïい。 

   ・効果検証の実施にあたり、ð用者のプラñòóô保護や事õö÷の対øをおùいします。 

j 効果検証g内p 

（１）介護ロボットgqr

効果検証にú用する介護ロボットは、以下のûüのものとします。ÓýをÑたす介護ロボ

ットを協力事業所において用þしていただきます。 

   どのような介護ロボットをú用するのかは、協力事業所としてÿĀïÎた後、なごや福祉

用具プラザとāîの上、事業所のĂăîĄをąまĆてć定していただきます。

 stuv、swuv、xyuv、zi{uv 

以下のĈからĉのĊてをÑたすロボットを対象とします。 

     Ĉ 目的Óý 

       日ċČ活čĎにおける、ďĐčĎ、ďđčĎ、排ĒčĎ、ēĔりčĎの場ĕにお

いてú用ïÎ、介護従事者の負担軽減効果のあるものであること。 

     ñ 技術的Óý 

Ėの（Ĉ）ėは（ñ）のいĘÎかをÑたすロボットであること 

（Ĉ） ęĚěô等によりĜĝやĞğのĠġをæ識し、こÎによってĢらÎたģĤ

をĥĦし、その結果に応じたđħを行うロボットであること 

      （ñ） 経Ĩĩ業Íが行う「ロボット介護Īī開Ĭ・導入ĭ進事業」ėは「ロボッ

ト介護Īī開Ĭ・ĮÐį事業」においてÿĀïÎた介護ロボットであること 

     ĉ 市場的Óý 

İıĲ格がĳ×ïÎており、一Ĵにĵ入ėはĶôķできるĠĸにあること。

（２）介護ロボットg|入}~g��に�いて 

協力事業所としてÿĀïÎた後に、効果検証にú用する介護ロボットについて、Ĺたにĵ

入する場合は、ĵ入ĺ用に対するĻļがあります。（âのĻļĽとのľĿはçê）

   Ĉ Ļļ対象者 ŀ協力事業所を運営する法Õ 

   ñ ĻļŁ   ŀĵ入ĺ用の４łの３に相当するŁ 

（ただし、Ļļ上ŃŁは、1事業所あたり 1ńŅŅŅ ņŇ） 

   ĉ Ļļ対象経ĺŀ効果検証にú用する介護ロボットのĵ入ĺ用 

当該ĻļĽを活用しĿňŉのĵ入もêëですが、効果検証にú用する

ŉňのŊとします。 

   ŋ そのâ 

 ・効果検証にú用する介護ロボットのĪûについては、なごや福祉用具プラザとāî
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の上ć定してくだïい。 

      ・効果検証にú用する介護ロボットはĵ入をŌōとしますが、やむをĢĘĶôķによ

りĹたに導入を行う場合は、３年以上のĶôķŎ約をÙ結するものとし、この場合

ĻļĽの対象となる経ĺは、ŏ年Ő（őŒした年Őの年Őœまで）にĬČしたĶô

ķ料のŊとします。 

     ・ĻļĽのŔŕにあたっては、効果検証Ŗの協力が条ýです。 

     ・ĻļĽのŔŕにあたっては、協力事業所にŗ定ïÎた後、üŘřŚきがÒÓです。 

     ・効果検証をŘśでś÷した場合やĶôķの３年Ŏ約をŘśでĥ約した場合にはŔŕ

したĻļĽをŜŝしていただく場合があります。 

（３）効果検証g�施�� 

令和２年Ş月 1日から令和３年３月３１日まで 

※ęşŠôやšŢôラţにおける効果検証のĬ×等の普及ŤĬについては、令和３年Ő以

ťにご協力いただくことになります。

（j）効果検証g�施 

効果検証の実施にあたっては、事業所のĂăłĦやĪûのŗ定、導入後の効果検証業務に

ついて、なごや福祉用具プラザのŦŧŨ（ĶũŪĶūôóŬĚŭŮ技ů、ŰôóűルŲôų

ô、ħ業Ŵ法ŵ、Ŷ護ů等）が一ìとなって協力事業所をěŷôトします。 

Ÿ効果検証のŹÎ ñźôŻż 

（�）協力事業所に��る協力内p 

事業所にご協力いただく内Žは以下のとおりです。あらかじめごžſの上ご応募くだïい。 

    なお、効果検証の実施にあたっては、なごや福祉用具プラザと相談・āîしながら実施を

おùいします。（会ƀàƁに関するƂƃ等の協力Ľあり） 

      Ĉ 事業所にèした介護ロボットの導入 

     なごや福祉用具プラザとāîの上、事業所におけるĂăをąまĆて業務改Ƅの目Įを

設定し、介護ロボットをŗ定・導入する。 

ñ Ũ員Ŗの負担をłĦするためにÒÓなƅĈĶĚƆ・ĈĚƇôト等Ŗの協力 

     （介護ロボットú用ƈ、ú用後等Ɖ時実施） 

協力事業所としてÿĀ

ƊĂăîĄ

ƋĻļĽőŒ

ƌ介護ロボットの導入

ƍ効果検証開始

ƎƎƎĈĚƇôト実施

ƎƎƎ導入ƈ後のÔƏ

ƎƎƎ会ƀŖのàƁ

ƎƎƎ会ƀƐ料ħ成Ǝ等

効果検証のƑ法や進ƒĠġのãæ・āîを行います。

Ɠ結果のまとめ・Ɛ料ħ成 協力事業所のデôƔ等をもとにĤƕÝをħ成

Ɩ普及ŤĬŖの協力（効果のƗ展開）

なごや福祉用具プラザのěŷôト

応募ÝÞの内ŽをąまĆ、事業所におけるĂăと対応øについ

て一Ƙに検討します。

また、Ăăĥćに有効なĪīのŗ定についてĈƙòñķを行い

ます。
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   ĉ 介護ロボットをú用するƈ後の介護ěôŪķのßƚのÔƏ 

ŋ 介護ロボットをú用しての介護ěôŪķのßƚにƛうƜĊƝĄ、ð用者対応そのâの

事務（当該検証の対象となるð用者及びそのƞƟのÛþをÝĕでØĢ） 

   Ơ ð用者のĞơŐłĦŖの協力 

   ų 効果検証のための会ƀŖのàƁ、Ɛ料ħ成（会ƀ３ƢƣŐ、ĤƕÝ等のħ成） 

   Ƥ â事業所・Ĝ部からのØƥやēŮ等Ŗの対応 

   Ʀ 本市及びなごや福祉用具プラザが実施するęşŠôやšŢôラţ等での効果検証のĬ      

     ×（１Ƨ２ƢƣŐ） 

   Ƈ そのâ、効果検証によりĢらÎた成果の普及・ŤĬに係る事業Ŗの協力 

� 応募�法 

応募ïÎる場合は、市Ŗ事ƈ相談のうĆ、üにお示しする応募ÝÞをßàしてくだïい。 

�事��� 

 応募ÝÞのħ成にあたって、事ƈに担当ĂŖ相談してくだïい。 

応募にあたってのƨþ事ƩやĻļĽのřŚき、効果検証を実施する場合のƨþ事Ʃ等をã

æしたうĆで、ご応募をおùいします。 

�応募�rg���� 

��２�j�３��（�）１���� ※ƪƫの場合は４月３０日Ò着 

 Ƭ事ƈ相談及びÝÞßàƭƮ 

名古屋市�所 健康福祉局高齢福祉部介護保険課施設�定�（�� い¡¢£¤と¥じ）

（事ƈ相談ėはÝÞのƯư等でƱƲïÎる場合は、ƱƲ日時のƳ約をおùいします。） 

※ÝÞは、ßàƴŃまでにçƵ、内Žƶり等がないように担当ĂŨ員とƷłƸ合せをし、

ƹƺã定したÝÞをßàしてくだïい。

※応募ÝÞは、ßàƴŃを過ƻた場合においては、いかなるĄ由であっても受Ąいたしま

せん。 

¦ §¨g�©に�いて（ª定） 

Ƽ  ł 事     項 

令和２年３月３０日 ○募集開始 

     ４月３０日
○「応募書類」の提出期限（法人→市） 

※提出までに市へ事前相談を行う 

  ５月 

○書類審査・ヒアリング 

○評価委員より意見聴取 

○協力事業所の選定 

  Ş月 ○選定結果の通知（市→法人） 

   Ş月Ƨ ○効果検証開始 

※上Ô日ƣについては、事ģによりƽƾになることがあります。 
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� «定�法と¬果に�いて 

（１）® 

ßàいただいた応募ÝÞをƿǀïせていただくǁか、ÒÓに応じてƅĈĶĚƆを行います。 

（２）«定 

ŗ定ÏÐのǂÓについてはǃŞ「介護ロボット導入効果検証協力事業所ŗ定ÏÐ」のとお

りです。また、ƹƺ的なŗ定はǄĲ委員ŖのþēǅØの上、行います。 

（３）«定¬果g¯知 

ŗ定結果につきましては、ÿĀあるいはçÿĀにかかǆらĘ「令和２年Ş月ŏǇ」をめど

にǈ法Õあて通知するƳ定です。 

° ±²事項 

ǉ ßàいただいたÝÞにǊǋ等がある場合には、応募Ğìを無効とïせていただきます。 

またŗ定後においてǊǋ等が判明した場合にもÿĀを無効とïせていただきます。 

ǉ 応募ÝÞßà以ťの応募ÝÞの内Žのƽƾはæめません。 

ǉ 本市がÒÓと判ǌした場合は、本市からのÝÞのǍǎ及びĻǏをǐめることがあります。 

ǉ 応募に関してÒÓなĺ用は応募者の負担とします。 

ǉ ßàÝÞについてはĄ由のǑǒに関ǆらĘ、ŜǓいたしません。 

ǉ ßàÝÞについては、名古屋市ģĤĳ開条例（平成 12 年 4 月 1 日条例第 ǔǕ 号）にÏǖく

開示の対象となることもありますのでごƨþùいます。 

ǉ 応募いただいた後、あるいは、ÿĀ後にやむをĢない事由等でǗǘする場合には、ǗǘĄ

由を明Ôの上、őŒ者のǙ名及びǚǛのあるǗǘǜ（ǝþǞǟ）をßàしてくだïい。 

ǉ 事ƈ相談及び応募ÝÞßàは、運営法ÕのƑのÛƁをおùいします。Ö行őŒはçêとし

ます。

 ǉ 今Ƣの募集に関しましては、当ĂのǠ導に従いřŚき等を行っていただきます。また、応

募いただいたǡǢがÿĀïÎた場合についてもÛǞです。 

 ǉ ÿĀïÎた場合は、ßàいただいた応募ÝÞのǣしをなごや福祉用具プラザŖßƚします。 

³  い¡¢£¤ 

ごç明な点等は、ǃǤ質ǥƫŕǦにより令和２年４月１３日までに ǧǨǩ でおǥい合ǆせく

だïい。後日ƢǪいたします。 

応募ÝÞのßàは、Ėまでおùいします。ごƱƲ時には、ÒĘ事ƈに下Ôǥい合ǆせƭま

でƳ約をおùいします。 

（ǥい合ǆせ・ÝÞßàƭ） 

ǫ4ǔŅǬǭǕŅǭ 名古屋市śƼǮのǯǮǰ目１Ǳ１号 

名古屋市ǲǳ福祉ǴǵǶ福祉部介護保険Ă施設Ǡ定係（市Ú所本ƲǷ 2 Ǹ） 

ǹ  Ǻŀ０５２（９Ǥ２）２５３９ ǻǼǽŀ０５２（９Ǥ２）４１４Ǥ
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介護ロボット導入効果検証協力事業所«定´µ 

¶·項¸ ¹º»な¼½ ¾½

¿ 応募g¸» À効果検証g¸»Á²ÂÃgÄÅef当該事業ÃgÆ

Ç²È 

２� 

É 効果検証事業g�施ºÊ À効果検証に協力するËめg人ÌºÊ １� 

Í 効果検証gkÎ À介護Ï業者gÐÑÒÓÁ定ÔuvにÕするÆÇÖ×

À介護Ï業者gÐÑÒÓÁ定Ôuv、介護gØgÙÚ

に�いて、ÛÖg課Üef介護ロボットに�Ýする

効果 

２� 

¡m �� 

Þß事業にÆ{ÇàáâºÊãäåていないとæçèéるê¡には、¶·½数にÕ¢ëì 

íîは�â�£ïð 

Þ¡m½ã２�½ñògê¡はíîèé�£ïð 

Þ¥½gê¡は、「Í効果検証gkÎ」g½数g高い�をó¤し�すð 
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名古屋市健康福祉局高齢福祉部 

介護保険課施設�定�Ñ当者 ô 

õö÷ø��２ù³�２ùj１j�

úûüø��２ù³�２ù２�３³ 

Ø ýþÿ 
（介護ロボット導入効果検証協力事業所Ā募）

ýā� ��２�   �   � （   ） 

ýāĂ 

法人名ø 

所ăĄø 

úûüø 

õö÷ø 

Ñ当者ø 

ą名  

Ø   

��２�j�１３�（�）��Ø をĆ�þ��すð


